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1 はじめに 

数学において，「関数」という用語は，「yは xの関

数である」，「関数 y=2x」，「関数 f(x)」，「関数 f」のよ

うに用いられる．しかし，この 4つの表現は，「関数」を

同じ意味で用いているのだろうか．本研究は，この疑

問に答えるために，学校教育（大学も含む）において， 

・「関数」が，どのように定義されているか 

・「関数」が，どのように用いられているか 

を調べ，「関数」の表現の理解を深めることを目

的とする． 

 このテーマを選んだ理由は，自分が中学生の時

から「関数」という言葉の曖昧さに疑問を抱いて

いた．また，中学校教員を志望するにあたって

「関数」への深い理解や確かな知識を促す指導に

活かしたいと考えたことである． 

 本研究では，次の 2つを行った． 

I．中学校数学の教科書における「関数」の表現

の歴史を，[1]と現在出版されている 7社の教科

書をもとに，調べ，考察した． 

II．大学の初年次生向けの微分積分の 23冊のテ

キストにおける「微分可能」，「微分係数」，

「導関数」，「2 次導関数」の定義文を比較した． 

Iでは，「関数」の表現ごとに色分けした表を

もとに，[1]の学習指導要領の改訂年度別の考察

を理解し，さらに，出版社別に考察をした. 

 IIでは，23冊のテキストから抽出した表現を

表にまとめ，その表現が現れる位置（たとえば

「…を導関数という」の「…」の位置）別の考察

と，テキストにおける表現の統一性の考察を行っ

た．23冊のテキストの出版年別の数を 10年ごと

にまとめて，次の表 1に示しておく． 

表 1:10年ごとに取り上げたテキストの数 

1960年代 3冊
1970年代 3冊
1980年代 3冊
1990年代 4冊
2000年代 5冊
2010年代 5冊  

本稿では，I，IIのうちの， IIの「微分可

能」，「微分係数」の定義文を比較した結果を述

べる．2 節では，各テキストの表現を表にまとめ，

3節では，表の各列の考察をし，4節では，表の

列と列の比較を行う． 

2 微分積分テキストにおける「関数」の表現の違い  

この節では，23冊のテキストの「微分可能」，「微分

係数」の定義文における「関数」の表現を表 2にまとめ

る．表の見方は，次のとおりである． 

 

表 2：23冊のテキストにおける「関数」の表現 

(1) (2) (3)

主題
…はx=aで
微分可能

…の
微分係数

[A60] 函数f(x)
[B65] 関数y=f(x) f(x) f(x)
[C66] 関数f f f
[D76] 関数f(x) f(x) (1)と共通
[E77] 関数ｆ f
[F78] 関数y=f(x) f(x) f(x)

[G88]
f(x)を開区間I
上の関数とし

f(x)

[H88] 関数f(x) (1)と共通 f(x)
[I88] 関数f(x) 関数f(x) f(x)
[J95] 関数y=f(x) 関数y=f(x)
[K95] 関数f(x) f(x) f(x)
[L99] 関数f(x) f(x) f(x)
[M99] 関数y=f(x) f(x)
[N00] 関数f(x) f(x)
[O01] 関数y=f(x) f(x)
[P03] 関数y=f(x) 関数f(x)
[Q07] 関数y=f(x) f(x) f(x)
[R08] 関数y=f(x) f(x)
[S13] 関数f
[T14]
[U15] 関数f(x) (1)と共通
[V16] 関数f(x) f(x) f(x)

[W16]
y=f(x)を…
関数とする

関数f(x) 関数f(x)

微分係数の定義

テキスト

 
「テキスト」の列は，23冊のテキストを出版年が古い

順に並べている．テキストの名前は，出版年度が古い

方から，[A…]，[B…]，…，[W…]とし，「…」の部分は

出版年(西暦下 2桁)を表している． 

3つの列(1)，(2)，(3)は，「微分可能」，「微分係

数」の定義文の，以下に示す位置から抽出した「関数」

の表現である． 

(1)：定義文の主題 

(2)：「…は x=aで微分可能」の「…」の部分 

(3)：「…の微分係数」の「…」の部分 

具体的に，[P03]の表現 

関数 y=f(x)の定義域内の点 aに対して

f’(a)=…が存在するとき関数 f(x)は点 a で

(または x=a で)微分可能であるといい，こ

の極限値を点 a における微分係数とよぶ． 
の場合は， 

(1)が 1つ目の下線部  

 (2)が 2つ目の下線部 

 (3)に対応する表現はない 

となる．この場合(3)は空欄となる（他の列も同様であ

る）．[C66]の表現  

点 a を含む開区間で定義されている



 

関数 f について極限値 …が存在すると

き，これを f’(a)で表し a における f の微

分係数といい，f は x=a で微分可能であ

るという． 

の場合は， 

(1)が 1つ目の下線部  

(2)が 3つ目の下線部 

(3)が 2つ目の下線部 

となる．[H88]の表現 

点 a を含む区間で定義された関数

f(x)が a で微分可能とは…が存在すると

きにいう．このとき f’(a)=…とかき f(x)の

x=aにおける微分係数という． 

の場合は， 

(1)が 1つ目の下線部  

(2)は(1)と共通 

(3)が 2つ目の下線部 

となる.このように,(2)の表現が(1)の主題になることも

ある .その場合は(2)の列に,「(1)と共通」と書いてい

る((3)の表現が(1)の主題になる場合も同様である). 

3 表 2 の各列の考察  

この節では，表 2の各列について気づいた点を述

べる． 

列(1)について述べる．[T14]以外のテキストは，

「関数 f」，「関数 f(x)」，「関数 y=f(x)」のいずれかで

表現していた．しかし，年代によって，3つのうちどれを

用いるかに傾向が見られた．その傾向を図 1のグラフ

にまとめる. 

図 1:微分係数の定義の主題に使われた表現 

  
1980年代では「関数 f(x)」のみになったが，1990

年代では「関数 y=f(x)」と同じ数になり，2000年代で

は「関数 y=f(x)」が「関数 f(x)」よりも多くなった．しか

し，2010年代ではまた「関数 f(x)」が「関数 y=f(x)」

よりも多くなった．つまり，年代により，多く使われる表

現が変わっており，全体を通しては 1つの表現に定ま

ってはいない． 

「関数 f」は，70年代までは使われていたが現在は

ほとんど使われていない(2010年代に「関数 f」を用い

たのは，[S13]の 1冊だけであるが訳本であるためここ

では除いて考える)．その理由は，高校数学でこの表

現は用いられていないことからかけ離れた印象を持ち，

親近感がわかないためだと考える． 
列(2)について述べる．15冊中「f(x)」は 9冊，「関

数 f(x)」は 4冊，「関数 y=f(x)」と「f」は 1冊ずつで

あった．全体を通して「f(x)」が多いことがわかる． 

列(3)について述べる．16冊中「f(x)」は 11冊，

「f」は 2冊，「関数 f(x)」は主題(1)と共通なものを含

めは 3冊であり．全体を通して「f(x)」が多いことがわ

かる． 

4 表 2 の列の比較  

この節では，表 2の複数の列を表現の統一性の視

点から比較する．したがって，本質的に比較不能であ

る[A60]，[S13]，[T14]，[U15]は対象から外し，残り

の 19冊を対象とする．また，「(1)と共通」も，ここでは

無視して考える．結果として，列(1)で，「関数 y=f(x)」

と表現しているテキストは統一がとれておらず，「関数

f(x)」や「関数 f」と表現しているテキストは統一がとれ

ている傾向がよみとれた．具体的には表 3のとおりで

ある． 

表 3：列ごとの表現の比較 

f(x) 関数f(x) f 関数y=f(x)
関数y=f(x)　 ０冊 1冊 9冊
関数f(x)　　 ０冊 ０冊 8冊
関数f　　　　 ２冊 ０冊 2冊

８冊
８冊
０冊

列(2)または列(3)
合計列(1)

 
以下詳細を述べる． 

(i)列(1)で，「関数 y=f(x)」と表現しているテキストが

9冊([W16]を含む)で，そのうち列(2)または列(3)で，

「f(x)」と表現しているものが 6冊，「関数 f(x)」と表現

しているものが 2冊あった．残り 1冊は,「関数 y= 

f(x)」と表現していた．9冊のうち 8冊が，列(1)で

「y=」を含み，列(3)では含まない表現をしているので，

全体として，定義文の中での統一はとれていない． 

(ii)列(1)で，「関数 f(x)」と表現しているテキストが

８冊（[G88]を含む，[A60]と[U15]は対象外）で，そのう

ち列(2)および列(3)のほとんどが「f(x)」と表現されて

いる．そうでないところでは，[I88]の列(3)で「関数

f(x)」と表現されている．この意味で，定義文の中で統

一がとれている． 

(iii)列(1)で，「関数 f」で表現しているテキストは， 

[C66]，[E77]であった（[S13]は対象外）．どちらも列

(2)および列(3)で，「f」と省略してあり，定義文の中で

の統一はとれている． 
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